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Ｕライン労動災害発生状況（平成２３年７月～） 

小集団活動で ・ することにした。 
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内箱組立 
事故内容 

内箱サブ 

ＢＯＸ内工程別発生件数 

様々な板金物を扱う 

危険 

人の入れ替わり多い 

詳細調査！ 

（Ｕライン立ち上げ時 
        ～Ｈ２５．５） 



内箱組立 
事故内容 

いずれも冶具より部材が落下している 

年月 作業内容 何処で 何が どうなった 病状 

H24.10 底仮止め 冶具 内底 落下 切り傷 

H20.2 天仮止め 冶具 内天 落下 切り傷 

H19.7 天仮止め 冶具 内天 落下 切り傷 

内底落下 内天落下 

・・・縦型冷蔵庫の内装部分の組立を行う工程。 
専用の組立冶具を使用し、各部位の板金素材 
端面部の固定、シール等を行います。 



労災事故!! 

---内箱組立工程--- 

作業者 作業方法 

設備状況 素材 

入れ替わりが多い 

作業に慣れていない 
タクトに間に合わな
い 

ＤタイプＮタイプにしっかり
適応していない為、素材
が落下する恐れがある 

板金端面にバリがある 

手作業が多い 

差材を置ききできない 

滑りやすい 

＜特性要因図＞ 

Nタイプの場合片足を上げ
て支えている（仮止め時） 



H24.10労災事故後の対策 

内箱組立冶具へのボルト固定（Ｄタイプのみ対応） 

ボルト破損（強度不足） 

マグネット取付、取外し作業が増えてしまい作業者への負担増 

再発の可能性  

マグネットで対応 生産技術に依頼 ＜Ｎタイプ＞ 

---内箱組立工程--- 

マグネット脱着時間３８秒 



落下防止装置考案 

作業効率を下げない安全冶具 

話し合いの結果 

＜Ｄタイプ用落下防止装置＞ 
  ・強度があり安定して部材をセット出来る物 

Ｎタイプ：奥行き53ｃｍ 

Ｄタイプ：奥行き67.5ｃｍ 

＜Ｎタイプ用落下防止装置＞ 
  ・Ｄタイプ組立の際、脱着の必要がない物 
  ・Ｄタイプの箱を冶具より、外す際、底にキズ 
   打痕が入らない物 



可動式の落下防止装置に

＜考案試作品＞ 

Ｄタイプ組立時には部材で押し込む 

強度があるものに変更 

Ｄタイプ組立後、箱、取り出しの際は 
自動的に収まり、取り出し後は 
装置の自重で開く。 支点 

ストッパー 



荷重テストをした 

荷重
強めに部材を置き、装置が耐えれるかテストした。 

曲がる・・・ ・・・・折れる。 

・・・・ 

試作に使用した素材の強度が弱かった。 

対策 

内底 

部材の位置が固定されるため 
非常に組みにくい。 



作業ミスをしても、素材が落下せ
ず、事故防止になった 

 
 
 
 
 
 

改善前との段替え作業比較 

改善前 改善後 

Ｄタイプ 

Ｎタイプ 

５分３８秒 

６分１６秒 

  － 

５分３２秒 



内箱サブ 
事故内容 

いずれも端面に手が接触している。 

年月 作業内容 何処で 何に どうなった 病状 

H25.5 内天ビス止め 作業台 内天端面 接触 切り傷 

H25.4 シート剥がし 作業台 内底端面 接触 切り傷 

H24.10 シート剥がし 床 内天端面 接触 切り傷 

Ｈ24.8 シート剥がし 作業台 内側端面 接触 切り傷 

＜右手＞ 

＜左手＞ 

・・・内箱組立工程で使用する内装材の前段取り 
を行う工程。各部位の板金素材の保護シート剥がし、 
棚柱ビス止め、排水ソケット固定等を行います。 



労災事故!! 

---内箱サブ工程--- 

作業者 作業方法 

設備状況 素材 

作業に習熟が必要 

タクトに間に合わない 

作業ミスをすると、素材が
落下する恐れがある 

板金端面にバリがある 

差材を置ききできない 

＜特性要因図＞ 

部材を固定できない 

板金端面への接触が多い 

保護シートを剥がす時 
体で支えている 

 
部材が台より出ている 
 



・保護シート剥がしの際、端面部を触らない様ゴム材に
て剥がしを行う 

板金端面部分が作業者に接触しやすい 

保護シートを剥がす際、力が入ってしまう為、不安定な状態になり易い 

再発の可能性  

・保護手袋の着用 

・素材が出ることの無い様作業台の延長 

＜Ｎタイプ＞ 

---内箱サブ工程--- 

ゴム材剥がし
写真 



内箱サブ作業台改善 

作業者に危険部位である板金端面が 
接触しない作業台へ 

話し合いの結果 

Ｎタイプ 

Ｄタイプ 

・作業台上の板金部材が作業中、作業者に接触
しない 

・ナイロン剥がしを行う際、力が入れ易く安定した
状態でできる 
・排水ソケット取付が安全で容易にできる 
 

改善内容として・・・ 



内箱サブ作業台改善 

素材端面が作業者側に接する面に立ち上げ、
曲げをつけ接触防止！ 

立ち上げをつけ、
ナイロン剥がし
を行う際、力が
入れやすいよう
に！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
内箱組立作業台単体での写真 

作業台上の素材にそのままの状態で取付ができるように！ 



現在３４日               
（７/３時点）  

 Ｕグループ無災害継続最長日数 

          を更新していく事を第一目標とし改善 

                                        

 岡山工場 無災害日数継続記録 

を行っていきます。 



＜ＫＹＴ説明の様子＞ 

ＫＹＴ 危険予知トレーニングの説明 

Ｈ２５．６．１４ 改善日 

危険予知レポート用紙（例題）で危険要因から起こる現象を想定 

危険ポイントの絞り込み 

現場ですぐにできる当面の対策 

チーム分けでの上記内容 

実際の職場にて実施。 



御静聴ありがとうございました。 

Uグループチーム縦型屋 


